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海洋表層 に多数存在する脱窒細菌の 生態学的意義
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　陸域か ら有機態 ・無機態の窒素が流入する海洋における ， ほとんど唯
一

の 窒素除去シ ス テ

ム は
，

一
部の 従属栄養細菌による脱窒 （denitrification）過程で ある。 月膣 は ， 嫌気条件下

で従属栄養細菌が硝酸 ・亜硝酸を電子受容体としてお こなう ， 呼吸の
一

過程 （硝酸呼吸）で

あると考え られて い る。 海洋細菌の 多 くは硝酸還元活性は持 っ て お り， 硝酸呼吸 自体はある

特定の 細菌種に限 られる特徴ではない 。 最終的に N2 ガス に まで 変換する脱窒細菌も分類学

上かな り広範囲の細菌が含まれ るよ うである 。 海洋の窒素収支や窒素循環を検討する うえで ，

さ らに富栄養化対策の うえで ， 海洋性脱窒細菌の 生態学的研究が重要であるに も関わ らず ，

微生物学的視点か らの脱窒作用に つ い ての研究が進まない の は ， 脱窒が ， 溶存酸素濃度や従

属栄養活性の 変化 に伴う好気性細菌の
一

時的な適応反応であるこ とが原因なの か もしれな い 。

　い ずれに して も， 嫌気呼吸 と して の脱窒に必要な条件と して
，
1）低い 溶存態酸素 （DO ）

値 ，
2）安定 した硝酸 ， 亜硝酸の 供給 ，

3 ）豊富な有機物 ， な どがあげられ る。 その ため
，

海洋の 主たる脱窒の 場として海底泥が考えられて い る 。 しか し我々は ， 昨年度の 本学会に お

い て海水， と りわけ表層海水中に多数の脱窒細菌が存在するこ とを報告 した。 その 中で優 占

菌 と考え られたの は ，
Marinobacter 属の 新種の 細菌であ っ た 。 この 細菌の N20 レダ クタ

ーゼ （N20 → N2 変換反応）遺伝子 （nosZ ）を解析 した結果 ， この 遺伝子が ， 同 じ海水試水

か ら優 占的に PCR 増幅される nosZ と
一
致するこ と，

これ らは既知の脱窒細菌の それや海

洋底泥か ら優 占的に PCR 増幅される nosZ 群 とは系統的に異なるクラ ス ター を形成するこ

とな どが明 らか にな り， 海水 中には海底泥 とは異な るユ ニ
ークな脱窒細菌が優 占的に存在 し

てい る と結論 した。 我々 は今回見出され た海水性の 脱窒細菌が ， 微 小な活性で あれ ，

実際の 環境で 脱窒を行 っ て い るな らば ， 海水 の 巨大な mass を考え る と海洋の 窒素

循環上無視で きない の で はない か と考えて い る。

　それでは ， 硝酸 ・亜硝酸は存在するが ，

一
般に酸素が充分 に供給されて い る海水であ っ て

も実際に脱窒は行わ れて い るの だ ろうか 。 本発表で は海水中で パ ッチ上 に分布する微小懸濁

粒子や富栄養化 した海域で頻発する赤潮微細藻周辺の微環境が海洋表層脱窒の場である可能

性を考察する 。 さ らに前述の Marinobacter 属脱窒細菌の 増殖特性か ら ， 生物毒性を持つ

NO2 や N20 の 影響 を解消する役割 としての脱窒の 可能性 も考察する 。
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